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高
血
圧
改
善
に
優
れ
た
効
果

お
い
て
収
縮
期
血
圧
の
上
昇

が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
（
図
）。
こ
の
こ
と

か
ら
す
い
お
う
は
、
血
圧
上

昇
の
抑
制
作
用
を
有
す
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
す
い
お
う
は
、
今
回
紹
介

し
た
血
圧
上
昇
抑
制
作
用
の

他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

性
を
有
し
て
お
り
、
機
能
性

食
品
素
材
と
し
て
の
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
す

い
お
う
は
食
味
も
良
く
、
食

事
へ
の
応
用
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
当
社
で
は
更
な

る
機
能
性
の
評
価
、
商
品
展

開
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

　
近
年
わ
が
国
で
は
高
血
圧

の
人
が
多
く
、
２
０
０
６
年

の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に

よ
る
と
、
20
歳
以
上
の
男
女

の
う
ち
、
推
定
約
３
９
７
０

万
人
が
高
血
圧
（
収
縮
期
血

圧
１
４
０
ま
た
は
拡
張
期
血

圧
90
㎜
Hg
以
上
）
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
、
血
圧
と
は
、
血
管
を
流

れ
る
血
液
を
送
る
圧
力
の
こ

と
で
あ
り
、
血
圧
が
正
常
よ

り
も
高
い
場
合
、
常
に
血
管

に
過
剰
な
負
荷
が
か
か
る
こ

と
に
よ
っ
て
血
管
が
傷
み
や

す
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ

る
。高
血
圧
は
放
置
す
る
と
、

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、

心
肥
大
、
心
筋
梗
塞
、
脳
出

血
、
脳
梗
塞
、
腎
硬
化
症
な

ど
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
高
血
圧
の
多
く

は
自
覚
症
状
と
し
て
現
れ
に

く
く
病
気
が
静
か
に
進
行
す

る
た
め
、
発
見
が
非
常
に
困

難
で
あ
る
。

　
高
血
圧
を
引
き
起
こ
す
原

因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
腎
動

脈
の
硬
化
な
ど
に
よ
り
、
腎

臓
へ
の
血
流
が
減
少
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
腎
臓
の

血
流
量
が
減
る
と
、
腎
臓
で

レ
ニ
ン
と
い
う
蛋
白
質
分
解

酵
素
が
分
泌
さ
れ
、
循
環
血

液
中
の
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ノ

ー
ゲ
ン
に
作
用
し
て
、
ア
ン

ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅰ
を
産
生
す

る
。
さ
ら
に
ア
ン
ジ
オ
テ
ン

シ
ン
変
換
酵
素
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）

に
よ
り
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン

Ⅰ
は
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ

に
変
換
さ
れ
る
。
こ
の
ア
ン

ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
に
は
血
管

収
縮
や
、
副
腎
か
ら
の
ア
ル

ド
ス
テ
ロ
ン
分
泌
を
促
進
さ

せ
る
作
用
な
ど
が
あ
り
、
血

圧
を
上
昇
さ
せ
る
。つ
ま
り
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
を
阻
害
し
て
ア
ン
ジ

オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
産
生
量
を
抑

え
る
こ
と
で
、
血
圧
の
上
昇

を
抑
制
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
に

お
い
て
、
適
切
な
食
生
活
と

運
動
を
行
う
こ
と
も
高
血
圧

の
改
善
に
有
効
で
あ
る
が
、

理
想
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
継
続
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
た
め
、
食
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
健
康
食
品
の
開

発
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
そ
こ
で
、
当
社
の
機
能
性

素
材
で
あ
る「
す
い
お
う（
甘

藷
若
葉
末
）」
を
紹
介
し
た

い
。
す
い
お
う
は
、
さ
つ
ま

い
も
の
一
種
で
あ
る
「
す
い

お
う
（
翠
王
）」
の
茎
葉
を

ま
る
ご
と
粉
砕
し
た
機
能
性

食
品
素
材
で
あ
る
。
す
い
お

う
の
茎
葉
は
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、ル
テ
イ
ン
の
他
、

カ
フ
ェ
酸
誘
導
体
を
は
じ
め

と
し
た
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
。
な

か
で
も
カ
フ
ェ
酸
誘
導
体
の

ひ
と
つ
で
あ
る
ト
リ
カ
フ
ェ

オ
イ
ル
キ
ナ
酸
は
他
の
野
菜

に
は
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
す
い
お
う
の

特
徴
成
分
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
ト

リ
カ
フ
ェ
オ
イ
ル
キ
ナ
酸
は

強
い
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
作
用
を
持

つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

今
回
は
こ
の
す
い
お
う
の
血

圧
上
昇
抑
制
作
用
に
つ
い
て

検
証
し
た
試
験
結
果
を
紹
介

す
る
。

　
高
血
圧
を
自
然
発
症
す
る

遺
伝
素
因
を
持
っ
た
ラ
ッ
ト

に
、
す
い
お
う
を
１
％
配
合

し
た
飼
料
（
１
％
す
い
お
う

投
与
群
）、
３
％
配
合
し
た

飼
料
（
３
％
す
い
お
う
投
与

群
）、
ま
た
は
、
す
い
お
う

を
配
合
し
な
い
飼
料
（
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
群
）
を
21
日
間
自

由
に
摂
取
さ
せ
、
試
験
期
間

中
の
血
圧
の
推
移
を
観
察
し

た
。そ
の
結
果
、コ
ン
ト
ロ
ー

ル
群
と
比
較
し
て
、
１
％
及

び
３
％
す
い
お
う
投
与
群
に

イ
チ
ゴ
種
子
で
新
知
見

皮
脂
産
生
抑
制
作
用
を
確
認

オリザ油化　
オ
リ
ザ
油
化
㈱
（
愛
知
県

一
宮
市
）
は
、独
自
素
材
「
イ

チ
ゴ
種
子
エ
キ
ス
」
に
皮
脂

の
産
生
抑
制
作
用
が
あ
る
こ

と
を
新
た
に
見
出
し
、
こ
の

ほ
ど
特
許
出
願
し
た
。
ハ
ム

ス
タ
ー
の
皮
脂
腺
細
胞
を
用

い
、
細
胞
内
の
脂
肪
量
に
及

ぼ
す
作
用
を
検
証
し
た
と
こ

ろ
、
脂
肪
量
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
社
で

は
今
後
、
同
素
材
を
「
脂
性

肌
」
向
け
の
美
容
素
材
と
し

て
も
提
案
し
て
い
く
。

　
試
験
で
は
、
分
化
誘
導
後

の
皮
脂
腺
細
胞
に
、「
イ
チ

ゴ
種
子
エ
キ
ス
」
ま
た
は
そ

の
有
効
成
分
の
チ
リ
ロ
サ
イ

　
ビ
ー
エ
イ
チ
エ
ヌ
㈱
（
東

京
都
千
代
田
区
）
が
ド
リ
ン

ク
や
ゼ
リ
ー
用
途
の
新
型
包

装
容
器
の
製
造
受
託
を
始
め

た
。「
Ｔ
パ
ウ
チ
」
の
名
称

で
打
ち
出
す
も
の
で
、
ド
リ

ン
ク
瓶
に
比
べ
て
か
な
り
軽

量
な
た
め
、
ど
こ
で
も
手
軽

に
持
ち
運
べ
た
り
、
運
送
コ

ス
ト
の
削
減
に
つ
な
げ
ら
れ

た
り
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ウ
コ

ン
な
ど
の
新
た
な
商
品
形
態

と
し
て
提
案
し
て
い
く
。

　「
Ｔ
パ
ウ
チ
」
の
仕
様
は
、

幅
70
㍉
㍍
、
高
さ
１
２
５
～

１
５
５
㍉
㍍
、
容
量
25
～
50

㍉
㍑
。
こ
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
合

せ
た
サ
イ
ズ
変
更
に
対
応
で

き
る
。

　
ま
た
、「
飲
み
切
り
サ
イ

ズ
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
」
の
た

め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
の
運
動

時
や
、
外
出
時
に
手
軽
に
持

ち
運
び
、
好
き
な
と
き
に
摂

取
す
る
こ
と
が
可
能
。ま
た
、

ド
リ
ン
ク
製
品
の
サ
ン
プ
ル

ワ
ー
ク
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
と
い
う
。
そ
の
他
、
ド
リ

ン
ク
瓶
や
ア
ル
ミ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
比
べ
て
印
刷
面
積
が
広

ド
を
添
加
し
て
３
日
間
培
養

後
、
脂
肪
染
色
に
よ
り
脂
肪

量
を
測
定
し
た
。
そ
の
結
果

そ
れ
ぞ
れ
脂
肪
量
を
減
少
さ

せ
た
。
ま
た
こ
の
時
、
細
胞

毒
性
が
み
ら
れ
ず
、
培
養
上

清
中
の
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド

含
量
も
増
加
し
な
か
っ
た
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
皮
脂
脂
肪
細

胞
の
脂
肪
合
成
を
抑
制
す
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
と
し
て

い
る
。

　
同
素
材
は
、
イ
チ
ゴ
の
果

肉
部
に
比
べ
て
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
る
種

子
に
着
目
し
た
も
の
。
最
近

見
出
さ
れ
た
機
能
性
は
ほ
か

に
も
あ
り
、
レ
チ
ノ
イ
ド
様

作
用
、
低
濃
度
で
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
産
生
促
進
作
用
、
真
皮

成
長
促
進
作
用
が
、
ピ
ア
ス

㈱
と
の
共
同
研
究
で
確
認
さ

れ
て
い
た
。
市
場
で
は
、
コ

ラ
ー
ゲ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ

製
品
が
多
く
上
市
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

「
Ｔ
パ
ウ
チ
」
の
サ
ン
プ
ル
品

ライコレッド

Ｖ
Ｄ
３
、日
本
に
投
入

ド
リ
ン
ク
用
途
で
拡
販
狙
う

市
場
に
投
入
し
た
。
欧
米
に

続
き
日
本
で
も
Ｖ
Ｄ
へ
の
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
投
入
を
決
め
た
。
今

秋
ま
で
に
販
売
体
制
を
固

め
、
国
内
販
売
代
理
店
を
通

じ
て
本
格
供
給
を
開
始
す
る

見
通
し
。
市
場
導
入
期
は
、

製
品
特
長
を
強
く
活
か
せ
る

ド
リ
ン
ク
類
へ
の
配
合
提
案

に
注
力
す
る
。

　
ラ
イ
コ
レ
ッ
ド
ジ
ャ
パ
ン

に
よ
る
と
、
ラ
イ
コ
レ
ッ
ド

で
は
、
約
３
年
前
か
ら
独
自

開
発
の
Ｖ
Ｄ
３
製
剤
を
供
給

し
て
お
り
、
特
に
米
国
市
場

で
販
売
量
を
伸
ば
し
て
き

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｕ
（
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
効
力
）
の
違
い
ご
と
に

い
く
つ
か
揃
え
て
い
る
製
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
う
ち
、
日

本
市
場
に
つ
い
て
は
脂
溶
性

の
Ｖ
Ｄ
３
を
マ
イ
ク
ロ
カ
プ

セ
ル
化
す
る
こ
と
で
可
溶
化

し
た
「
カ
プ
ス
ダ
ー
ル
・
Ｄ

３
・
１
０
０
Ｅ
」（
製
品
名
）

を
投
入
し
、
当
面
は
同
製
品

に
絞
っ
て
日
本
市
場
提
案
を

進
め
る
と
い
う
。

　「
カ
プ
ス
ダ
ー
ル
」
に
つ

い
て
ラ
イ
コ
レ
ッ
ド
ジ
ャ
パ

ン
で
は
、「
溶
解
性
が
か
な

り
高
く
、
無
色
透
明
・
無
味

無
臭
の
た
め
、
様
々
な
加
工

食
品
に
展
開
で
き
る
」
と
コ

メ
ン
ト
。
ま
た
、
こ
う
し
た

特
長
を
特
に
活
用
で
き
る
製

品
形
態
と
し
て
「
ド
リ
ン
ク

用
途
で
動
い
て
い
く
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
」
と
話
し
て
い

る
。

研光通商

Ｅ
型
コ
ン
ド
ロ
で
臨
床
試
験

骨
密
度
上
昇
、関
節
痛
改
善
を
確
認

　
研
光
通
商
㈱
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
20
日
、
関
節

痛
対
応
で
拡
販
を
進
め
て
い
る
「
Ｅ
型
コ
ン
ド
ロ
イ
チ

ン
含
有
イ
カ
軟
骨
抽
出
物
」
に
つ
い
て
、
製
造
元
の
ハ

イ
ド
ロ
ッ
ク
ス
㈱
な
ど
と
共
同
で
臨
床
試
験
を
実
施

し
、
骨
密
度
お
よ
び
関
節
痛
に
対
す
る
改
善
効
果
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
昨
秋
の
販
売
開
始

以
来
、
ヒ
ト
に
対
す
る
効
果
デ
ー
タ
が
欲
し
い
と
す
る

要
望
が
国
内
外
で
多
か
っ
た
た
め
試
験
を
実
施
し
て
い

た
。
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
国
内
外
で
の
提
案

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
。

　
試
験
結
果
に
つ
い
て
同
社

で
は
「
短
期
間
の
試
験
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顕
著

な
改
善
が
認
め
ら
れ
た
」
と

し
て
い
る
。

　
試
験
は
、
日
本
人
男
女
50

名
の
被
験
者
を
無
作
為
に
25

名
ず
つ
２
群
に
分
け
、
投
与

群
に
は
同
素
材
１
５
０
㍉
㌘

を
、
プ
ラ
セ
ボ
群
に
は
デ
キ

ス
ト
リ
ン
１
５
０
㍉
㌘
を
そ

れ
ぞ
れ
30
日
間
摂
取
し
て
も

ら
い
、
超
音
波
測
定
機
器
で

骨
密
度
量
の
変
化
を
比
べ
た

ほ
か
、
Ｖ
Ａ
Ｓ
法
で
関
節
痛

の
改
善
度
合
い
を
比
較
し
た

も
の
。
各
群
に
は
、「
一
部

被
験
者
の
極
端
な
ミ
ネ
ラ
ル

摂
取
不
足
を
補
う
」
な
ど
の

目
的
で
、
コ
ー
ラ
ル
カ
ル
シ

ウ
ム
50
㍉
㌘
を
同
時
に
摂
取

さ
せ
た
。

　
試
験
の
結
果
、
骨
密
度
に

関
し
て
プ
ラ
セ
ボ
群
（
Ca
単

独
群
）
は
試
験
前
・
後
で
骨

密
度
を
示
す
数
値
が
ほ
ぼ
同

じ
だ
っ
た
一
方
で
、
投
与
群

（
Ca
＋
Ch
併
用
群
）

で
は
顕
著
な
増
加

が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
両
群
間
の

比
較
に
お
い
て
も

投
与
群
に
有
意
な

増
加
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
。

　
一
方
、
関
節
痛

評
価
に
つ
い
て

は
、
被
験
者
50
名

の
う
ち
関
節
痛
を

訴
え
て
い
る
28
名

を
対
象
に
投
与
群
15
名
、
プ

ラ
セ
ボ
群
13
名
に
分
け
て
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
群

内
の
Ｖ
Ａ
Ｓ
変
化
量
は
と
も

に
有
意
な
低
下
が
認
め
ら
れ

た
ほ
か
、
両
群
間
比
較
で
は

摂
取
30
日
目
に
お
い
て
投
与

群
の
Ｖ
Ａ
Ｓ
変
化
量
は
プ
ラ

セ
ボ
群
に
比
べ
て
有
意
な
低

下
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
実
施
さ
れ

た
関
節
の
痛
み
に
関
す
る
４

段
階
評
価
で
は
、
投
与
群
の

改
善
率
は
80
％（
12
名
）だ
っ

た
一
方
で
、
プ
ラ
セ
ボ
群
で

は
７
％
（
１
名
）
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
同
社
の
イ
カ
軟
骨
抽
出
物

は
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸

含
有
量
を
60
％
以
上
で
規
格

化
し
た
も
の
。
そ
の
う
ち
、

主
要
成
分
と
し
て
Ｅ
型
コ
ン

ド
ロ
イ
チ
ン
を
43
％
以
上
含

有
で
規
格
化
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
Ａ
ま
た
は
Ｃ
型
コ
ン
ド

ロ
イ
チ
ン
が
計
17
％
以
上
含

ま
れ
る
。

　
同
社
に
よ
る
と
、
Ｅ
型
コ

ン
ド
ロ
イ
チ
ン
の
機
能
性
に

つ
い
て
は
、
ハ
イ
ド
ロ
ッ
ク

ス
な
ど
が
以
前
実
施
し
た
基

礎
研
究
等
で
、
軟
骨
お
よ
び

硬
骨
の
両
方
を
増
強
す
る
作

用
の
ほ
か
、
強
い
抗
炎
症
作

用
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
中

で
も
硬
骨
へ
の
働
き
に
関
し

て
は
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
に

は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
新
規
作
用
だ
と
し
て
お

り
、
骨
密
度
上
昇
作
用
が
今

回
ヒ
ト
で
認
め
ら
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
同
社
で
は
、「
今

後
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
対
応
で
提
案
し
て
い

く
に
あ
た
っ
て
、
強
力
な
差

別
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

摂
取
期
間
30
日
で
効
果
示
す

い
た
め
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
に
工
夫
を
凝

ら
す
こ
と
が
で

き
る
。

飲
料
類
の
持
ち
運
び
楽
に

新
型
容
器
「
Ｔ
パ
ウ
チ
」
の
受
託
開
始

福田龍

朝
立
ち
亢
進
作
用
を
再
確
認

「
雪
蓮
花
」、
男
性
機
能
で
デ
ー
タ
蓄
積

　
福
田
龍
㈱（
大
阪
市
北
区
）

は
、
男
性
機
能
サ
ポ
ー
ト
を

訴
求
す
る
植
物
由
来
素
材
、

雪
蓮
花
（
せ
つ
れ
ん
か
）
エ

キ
ス
に
つ
い
て
、
こ

の
ほ
ど
ヒ
ト
試
験
を

実
施
し
、
夜
間
勃
起

現
象
（
朝
立
ち
）
亢

進
に
働
く
こ
と
や
、

射
精
回
数
お
よ
び
射

精
量
の
増
加
な
ど
体

感
性
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ

れ
ら
の
作
用
は
、
以

前
に
実
施
し
た
ヒ
ト

試
験
で
も
確
認
さ
れ
て
い
た

働
き
だ
が
、
デ
ー
タ
強
化
な

ど
の
目
的
で
今
回
改
め
て
実

施
し
た
と
い
う
。

　
今
回
の
試
験
は
、
20
～
50

歳
代
の
健
常
人
男
性
18
名
に

同
エ
キ
ス
２
０
０
㍉
㌘
／
日

を
14
日
間
連
続
で
単
体
摂
取

し
て
も
ら
い
、
試
験
期
間
中

の
朝
立
ち
の
回
数
や
状
態
、

射
精
回
数
等
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
摂

取
前
１
週
間
の
状
態
と
比
較

し
た
も
の
。
朝
立
ち
の
回
数

や
状
態
に
つ
い
て
は
、な
し
・

低
調
・
普
通
・
好
調
の
４
段

階
で
聞
い
た
。
以
前
の
ヒ
ト

試
験
も
同
様
の
条
件
で
実
施

し
て
い
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
被
験

者
の
約
７
割
（
13
名
）
に
朝

立
ち
現
象
の
亢
進
が
み
ら

れ
、
被
験
者
そ
れ
ぞ
れ
の
値

を
平
均
す
る
と
、
摂
取
前
１

週
間
、
摂
取
１
週
間
、
摂
取

２
週
間
で
段
階
的
に
同
現
象

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
射
精
回
数

つ
い
て
は
被
験
者
の
約
４
割

が
増
加
し
た
と
答
え
、
中
に

は
精
液
量
が
増
加
し
た
と
す

る
声
が
あ
っ
た
。
同
社
に
よ

る
と
、
前
回
の
ヒ
ト
試
験
で

も
同
様
の
働
き
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、「
即
効
性
の
男
性

機
能
改
善
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
が
改
め
て
分
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
ヒ
ト
試
験

で
は
、
同
時
に
脳
機
能
・
脳

ス
ト
レ
ス
改
善
作
用
も
検
証

し
て
お
り
、
被
験
者
の
60
％

で
集
中
力
向
上
な
ど
の
体
感

が
得
ら
れ
る
結
果
だ
っ
た
。

　
雪
蓮
花
は
、
中
国
・
雲
南

省
や
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
高
山

地
帯
に
分
布
す
る
キ
ク
科
の

植
物
。
そ
の
部
位
の
う
ち
花

は
、
滋
養
強
壮
や
強
精
な
ど

に
働
く
貴
重
な
薬
用
植
物
と

し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
り
、チ
ベ
ッ
ト
で
は「
神

の
花
」
と
呼
ぶ
と
い
う
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
機
能
性
食

品
原
料
メ
ー
カ
ー
、
ラ
イ
コ

レ
ッ
ド
は
、
こ
の
ほ
ど
独
自

に
開
発
し
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

う
ち
Ｄ
３
（
コ
レ
カ
ル
シ

フ
ェ
ロ
ー
ル
）
製
剤
を
日
本


